
地域とともに　仲間とともに　生き生きと活動する子の育成　
　
　 10月2日、３日の2日間、6年生が修学旅行に行ってきました。行先は、奈良、京都
方面です。今回の修学旅行を通して、時間を守って行動することや友だちを気遣うこ
と、友だちと協力すること、相手に感謝の気持ちを伝えることなど、6年生の子どもた
ちが普段の学校生活でつけた力がたくさんの場面で発揮され、一人ひとりの素敵な姿が
随所にみられました。子どもたちのそれぞれの心がけによって、楽しい、また気持ちの
よい修学旅行にすることができました。この経験をこれからの学校生活や日々の学習に
活かしてくれることを期待しています。
　保護者の皆様におかれましては、旅行に際しての準備はもとより、当日までの健康管
理や朝早くからの送りもしていただき、ありがとうございました。

後期児童会スタート！
「なかよし　～ほめあい！ たかめあい！ みとめあい！～」
　
　
　 後期児童会役員の選挙が終わり、任命式を行いました。後期児童会会長は「野登小学校
をさらによくしていきたいです」と児童会会長になるにあたっての抱負を述べました。後
期児童会の目標は、「なかよし～ほめあい！たかめあい！みとめあい！」です。そこに
は、後期児童会役員の「ほめあい、たかめあい、みとめあうことで、みんなが自分に自信
をもてるようにしたい」という願いがこめられています。児童会活動は「自分たちの学校
を自分たちで創る」という大切な役割を担います。子どもたちの自治的な力の育成をめざ
し、子どもたちの気持ちや願いを尊重しながら、児童会活動を支えていきたいと考えてい
ます。
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修学旅行に行ってきました

ガイドさんの話をよく聞いて、
たくさんメモをとりました。

八つ橋づくりを体験しました。
自分でつくる八つ橋は格別です。

新しい目標を
みんなが意識
できるよう、
児童玄関に掲
示しました。

旧役員から新
役員へ児童会
ファイルを引
き継ぎまし
た。

東大寺の大仏です。実際に見ると
迫力があります。

見る 聞く 体験する



　

 10月10日に、「みつまたを愛する会」代表の松井隆幸様にお
世話になり、6年生を対象に、野登地区でみつまたを栽培する
ようになった経緯を教えていただきました。2学期後半に始ま
る卒業証書製作に向けた紙すきの材料となるみつまたです。加
えて、6年生は、総合的な学習の時間に野登地区を紹介するパ
ンフレットを作成することを計画しています。今回教えていた
だいたことを紙すきやパンフレットづくりに活かしていきたい
と考えています。

亀山市教育功労者表彰式において１名の方が表彰されました

　
 　10月7日に縄ないの体験をさせていただきまし
た。野登小学校では、毎年１年生が縄ないをさせてい
ただいており、子どもたちにとって、大変貴重な体験
となっています。今年度も講師の方、９人に来ていた
だき、縄のない方を丁寧に教えていただきました。嬉
しそうに取り組む子どもたちの姿があり、出来上がり
に大喜びしていました。

縄ない（1年生）

みつまた栽培について（6年生）

「われらは野登茶レンジャー」（３・４年生）　
 　10月６日、市川大楽園様にお世話になり、３・4年生がお
茶摘みを体験し、電子レンジを使ったお茶づくりとお茶の淹れ
方について教えていただきました。一人ひとりに急須とお湯呑
みを準備していただき、実際に自分のお茶を淹れてみました。
「おいしい」と子どもたちの声。子どもたちの学びが深まる体
験となりました。

複式4校オンライン交流会「かしのひオンライン」
～創立150周年式典に向けて～

地域の方々にお世話になりました。

　
 　10月５日に中部中学校で、令和７年度の教育功労者表彰式がありまし
た。長年にわたり学校運営協議会や学校教育ボランティアなどの分野に貢
献された方々が亀山市教育委員会より表彰されました。野登小学校から
は、本校クラブ（料理クラブ）の講師の木下美智代様が表彰されました。
長きにわたり、子どもたちのために貴重な学びの場をご提供いただき、あ
りがとうございます。

　
 10 月 25 日 に 開 催 さ れ る 「 野 登 小 学 校 創 立 150 周 年 式 典 」 で
の学習発表に向けて、各学級で準備が進んでいます。どのよう
に工夫すれば学習したことが伝わるか、地域の方々に知っても
ら い た い こ と は 何 か な ど を 話 し 合 い 、 発 表 の 練 習 を し て い ま
す。10月16日には複式4校オンライン交流会「かしのひオン
ライン」で、本校の3年生～6年生が他校（加太小・白川小・
昼生小）に向けて、発表の様子をみてもらい、本番に向けてよ
りよい発表にしていくための意見をもらいました。交流会の最
後 に は 、 他 の 学 校 の 子 ど も た ち か ら 「 発 表 を 頑 張 っ て く だ さ
い」と温かい応援の言葉をもらい、子どもたちは嬉しそうにし
ていました。もらった意見を、「創立150周年式典」の本番の
発表に活かしていきます。


